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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第39期
第１四半期
累計(会計)期間

第40期
第１四半期
累計(会計)期間

第39期

会計期間
自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高 (千円) 1,832,395 2,656,745 8,087,037

経常利益 (千円) 359,355 401,541 1,370,631

四半期(当期)純利益 (千円) 217,364 231,609 804,872

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 1,279,182 1,279,182 1,279,182

発行済株式総数 (株) 63,130 63,130 63,130

純資産額 (千円) 6,190,633 6,551,337 6,673,875

総資産額 (千円) 6,842,597 7,329,802 7,788,555

１株当たり純資産額 (円) 99,930.51 105,488.28 107,555.49

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 3,532.80 3,763.98 13,080.63

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 3,531.99 3,763.09 13,077.17

１株当たり配当額 (円) ─ ─ 8,000

自己資本比率 (％) 89.9 88.6 85.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 31,376 △309,364 864,884

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △18,495 △134,386 △595,736

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △244,032 △246,132 △490,174

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,246,647 2,566,890 3,256,773

従業員数 (名) 48 48 46

(注) 1. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

2. 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。

3. 従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営んでいる事業内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当社は関係会社を有していないため、該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 48 (7)

(注) 1. 従業員数は、就業人員であります。

2. 従業員数欄の(　)は、当第１四半期会計期間の臨時雇用人員であり、外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社は、貴金属めっき用薬品製造事業の単一セグメントであるため、生産、受注及び販売の状況につきま

しては、用途品目別に記載しております。

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績を用途品目別に示すと、次のとおりであります。
　

用途品目別の名称 金額(千円) 前年同四半期比（％）

プリント基板・半導体搭載基板用 854,857 109.9

コネクタ・マイクロスイッチ用 743,326 162.6

リードフレーム用 783,961 168.4

その他 3,319 164.2

合計 2,385,464 140.1

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績を用途品目別に示すと、次のとおりであります。
　

用途品目別の名称 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

プリント基板・半導体搭載基板用 917,084 116.6 170,349 110.6

コネクタ・マイクロスイッチ用 731,896 158.5 108,702 87.0

リードフレーム用 785,180 162.5 34,590 81.7

その他 231,306 261.6 7,799 3,263.2

合計 2,665,468 146.5 321,441 100.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を用途品目別に示すと、次のとおりであります。
　

用途品目別の名称 金額(千円) 前年同四半期比（％）

プリント基板・半導体搭載基板用 893,226 113.1

コネクタ・マイクロスイッチ用 748,777 163.0

リードフレーム用 785,311 168.1

その他 229,430 198.2

合計 2,656,745 145.0

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれて下りません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第１四半期会計期間 当第１四半期会計期間

金額(千円)
総販売実績に対する

割合(％)
金額(千円)

総販売実績に対する
割合(％)

兼松株式会社 235,718 12.8 272,618 10.3

３　当第１四半期会計期間における主要な輸出先及び輸出販売高及び割合は、次のとおりであります。

　　なお、（　　）内は総販売実績に対する輸出高の割合であります。

輸出先
前第１四半期会計期間 当第１四半期会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

中国 160,925 24.3 274,624 29.5

韓国 139,800 21.1 149,201 16.1

台湾 129,455 19.6 114,318 12.3

シンガポール・マレーシア 21,633 3.3 63,576 6.8

その他の地域 210,149 31.7 327,763 35.3

合計
661,965 100.0 929,484 100.0

(36.1%)　 (35.0%)　

　

２ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)　経営成績の分析

当第１四半期業績の概況は以下の通りであります。

電子部品業界におきましては、モバイルＰＣ、液晶テレビ、多機能携帯電話 (スマートフォン)などの

出荷が好調に推移し、これらが牽引役となって半導体、電子部品の需要が旺盛になってきました。

  当社におきましては、高精細コネクタ向けの硬質金めっき薬品やリードフレーム向けのパラジウム

めっき薬品の拡販が順調に推移しました。また、海外市場における半導体搭載用パッケージ基板や携帯

電話用マザーボード向けのめっき薬品の販売が回復しつつあります。

　その結果、売上高は2,656,745千円（前年同四半期比45.0％増）、営業利益は382,338千円（前年同四

半期比12.0％増）、経常利益は401,541千円（前年同四半期比11.7％増）、四半期純利益は231,609千円
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（前年同四半期比6.6％増）となりました。

　売上高の用途品目別内訳は、プリント基板・半導体搭載基板用893,226千円、コネクタ・マイクロス

イッチ用748,777千円、リードフレーム用785,311千円、その他229,430千円であります。

　

(２)　財政状況の分析

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて423,943千円減少し、4,650,161千円となりました。これは主に受

取手形及び売掛金が302,690千円増加しましたが、現金及び預金が689,882千円減少したことなどによ

ります。

　固定資産は前事業年度末に比べて34,810千円減少し、2,679,640千円となりました。これは主に無形固

定資産が26,645千円増加しましたが、投資有価証券が56,092千円、有形固定資産が5,076千円減少した

ことなどによります。

　この結果、総資産は前事業年度末に比べて458,753千円減少し7,329,802千円となりました。

(負債)

流動負債は前事業年度末に比べて277,637千円減少し、584,869千円となりました。これは、支払手形

及び買掛金が83,604千円増加しましたが、未払法人税等が395,034千円減少したことなどによります。

　固定負債は前事業年度末に比べて58,577千円減少し193,595千円となりました。これは、資産除去債務

が23,610千円増加しましたが、繰延税金負債が87,417千円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は前事業年度末に比べて336,215千円減少し、778,464千円となりました。

(純資産)

純資産合計は前事業年度末に比べて122,538千円減少し、6,551,337千円となりました。これは、四半

期純利益で231,609千円増加しましたが、配当金支払額が246,132千円に上り、その他有価証券評価差額

金が112,679千円減少したことなどによります。
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(３)　キャッシュ・フローの分析

当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

689,882千円減少し、2,566,890千円（前年同四半期末は3,246,647千円）となりました。なお、当第１四

半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下の通りであります。

(営業活動におけるキャッシュ・フロー)

税引前四半期純利益は382,148千円となりましたが、売上債権の増加による資金の減少302,690千円、

仕入債務の増加による資金の増加83,604千円、法人税等の支払500,373千円などにより、営業活動に使

用した資金は309,364千円（前年同四半期は31,376千円の獲得）となりました。

(投資活動におけるキャッシュ・フロー)

投資有価証券の取得による支出133,888千円などにより、投資活動に使用した資金は134,386千円

（前年同四半期は18,495千円の使用）となりました。

(財務活動におけるキャッシュ・フロー)

配当金の支払246,132千円により財務活動に使用した資金は246,132千円（前年同四半期は244,032

千円の使用）となりました。

　

(４)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(５)　研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は59,329千円であります。

なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

(ａ) 重要な設備の新設等

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設等について重要

な変更はありません。なお、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等はあ

りません。

　

(ｂ) 重要な設備の除却等

当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 246,400

計 246,400

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,130 63,130
東京証券取引所
（市場第一部）

当社は単元株制度は採用して
おりません

計 63,130 63,130 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。

① 平成15年６月27日定時株主総会特別決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年６月30日)

新株予約権の数 ９個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 36株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり 　170,932円

新株予約権の行使期間 平成17年７月１日から平成25年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　170,932円
１株当たり資本組入額　 85,466円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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② 平成17年６月24日定時株主総会特別決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年６月30日)

新株予約権の数 216個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 432株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　329,343円

新株予約権の行使期間 平成19年７月１日から平成27年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　329,343円
１株当たり資本組入額　164,672円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

会社法に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。

③ 平成19年６月22日定時株主総会特別決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年６月30日)

新株予約権の数 227個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 227株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　488,000円

新株予約権の行使期間 平成21年７月３日から平成24年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　488,000円
１株当たり資本組入額　244,000円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

④ 平成20年６月18日定時株主総会特別決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年６月30日)
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新株予約権の数 241個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 241株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　363,000円

新株予約権の行使期間 平成22年８月１日から平成24年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　363,000円
１株当たり資本組入額　181,500円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

⑤ 平成21年６月17日定時株主総会特別決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年６月30日)

新株予約権の数 233個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 233株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　337,000円

新株予約権の行使期間 平成23年８月１日から平成25年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　337,000円
１株当たり資本組入額　168,500円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年４月１日～
平成22年６月30日

 
―

 
63,130 ― 1,279,182― 1,022,894

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 1,597

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 61,533 61,533
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 63,130 ― ―

総株主の議決権 ― 61,533 ―
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② 【自己株式等】

(平成22年６月30日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式数に対する
所有株式数の割合

（％）

   （自己保有株式）
日本高純度化学株式会社

東京都練馬区北町三丁目10番18号1,597 ─ 1,597 2.53

計 ─ 1,597 ─ 1,597 2.53

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 332,000301,000287,200

最低(円) 296,000252,200259,000

(注)　株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１

四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,567,642 3,257,525

受取手形及び売掛金 1,812,600 1,509,909

商品及び製品 83,561 72,212

原材料及び貯蔵品 140,342 155,323

その他 46,014 79,134

流動資産合計 4,650,161 5,074,104

固定資産

有形固定資産 ※
 91,939

※
 97,015

無形固定資産 62,422 35,777

投資その他の資産

投資有価証券 1,992,114 2,048,206

その他 533,164 533,451

投資その他の資産合計 2,525,278 2,581,658

固定資産合計 2,679,640 2,714,450

資産合計 7,329,802 7,788,555

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 303,882 220,277

未払法人税等 116,498 511,532

賞与引当金 33,000 66,000

その他 131,488 64,696

流動負債合計 584,869 862,506

固定負債

繰延税金負債 14,075 101,492

資産除去債務 23,610 －

役員退職慰労引当金 155,910 150,680

固定負債合計 193,595 252,172

負債合計 778,464 1,114,679

純資産の部

株主資本

資本金 1,279,182 1,279,182

資本剰余金 1,022,894 1,022,894

利益剰余金 4,474,458 4,488,981

自己株式 △421,730 △421,730

株主資本合計 6,354,805 6,369,328

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 136,204 248,883

評価・換算差額等合計 136,204 248,883

新株予約権 60,327 55,664

純資産合計 6,551,337 6,673,875

負債純資産合計 7,329,802 7,788,555
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 1,832,395 2,656,745

売上原価 1,258,307 2,048,863

売上総利益 574,088 607,882

販売費及び一般管理費 ※
 232,569

※
 225,544

営業利益 341,519 382,338

営業外収益

受取利息 3,242 1,592

受取配当金 14,523 18,219

その他 308 0

営業外収益合計 18,074 19,813

営業外費用

その他 238 609

営業外費用合計 238 609

経常利益 359,355 401,541

特別損失

固定資産売却損 582 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19,393

特別損失合計 582 19,393

税引前四半期純利益 358,773 382,148

法人税、住民税及び事業税 139,854 115,457

法人税等調整額 1,554 35,081

法人税等合計 141,409 150,539

四半期純利益 217,364 231,609

EDINET提出書類

日本高純度化学株式会社(E01060)

四半期報告書

17/27



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 358,773 382,148

減価償却費 14,351 13,390

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19,393

受取利息及び受取配当金 △17,766 △19,812

売上債権の増減額（△は増加） △469,460 △302,690

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,074 3,631

仕入債務の増減額（△は減少） 116,105 83,604

その他 36,825 △7,998

小計 14,755 171,666

利息及び配当金の受取額 17,766 19,342

法人税等の支払額 △1,145 △500,373

営業活動によるキャッシュ・フロー 31,376 △309,364

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,756 －

投資有価証券の取得による支出 △3,120 △133,888

その他 △9,618 △497

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,495 △134,386

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,051 －

配当金の支払額 △246,084 △246,132

財務活動によるキャッシュ・フロー △244,032 △246,132

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △231,151 △689,882

現金及び現金同等物の期首残高 3,477,799 3,256,773

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,246,647

※
 2,566,890
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
　
　

当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日）

1.会計処理基準に関する事項の変更 １.資産除去債務に関する会計基準の適用

　 　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）

を適用しております。

　これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ232千円減少しており、税引

前四半期純利益は19,625千円減少しております。

　

【表示方法の変更】

当第1四半期会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

※有形固定資産の減価償却累計額　491,239千円 ※有形固定資産の減価償却累計額　482,178千円

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の
とおりであります。

　　　給料手当 55,324千円

　　　賞与引当金繰入額 24,332千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額 5,220千円
　

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の
とおりであります。

　　　給料手当 56,836千円

　　　賞与引当金繰入額 25,800千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額 5,230千円
　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,247,397千円

　　　計 3,247,397千円

預入期間が３か月超の定期預金 △749 〃

現金及び現金同等物 3,246,647千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,567,642千円

　　　計 2,567,642千円

預入期間が３か月超の定期預金 △751 〃

現金及び現金同等物 2,566,890千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22

年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 63,130

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 1,597

　
　
３　新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期会計期間末残高　60,327千円

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 246,132 4,000平成22年３月31日 平成22年６月22日

　

　(2) 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

剰余金の配当については「４　配当に関する事項」に記載しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、貴金属めっき用薬品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(追加情報)

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

(持分法損益等)

前第１四半期会計期間(自平成21年４月１日至平成21年６月30日)及び当第１四半期会計期間(自平

成22年４月１日至平成22年６月30日)

子会社及び関連会社が存在していないため記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 105,488円28銭
　

　 　

　 107,555円49銭
　

　

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 6,551,337 6,673,875

普通株式に係る純資産額（千円） 6,491,010 6,618,211

差額の主な内訳（千円）
　新株予約権

60,327 55,664

普通株式の発行済株式数（株） 63,130 63,130

普通株式の自己株式数（株） 1,597 1,597

１株当たり純資産額の算定に用いられた四
半期会計期間の普通株式の数（株）

61,533 61,533

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益 3,532円80銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 3,531円99銭
　

１株当たり四半期純利益 3,763円98銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 3,763円09銭
　

　

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 217,364 231,609

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 217,364 231,609

普通株式の期中平均株式数(株) 61,528 61,533

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用いられ
た四半期純利益調整額(千円)

─ ─

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用いられ
た普通株式増加数(株)
（うち新株予約権）

13
(13)

15
(15)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について前事
業年度末から重要な変動がある場合の概要

─ ─

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

日本高純度化学株式会社(E01060)

四半期報告書

23/27



　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月７日

日本高純度化学株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　明　　典　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　神　　山　　宗　　武　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　野　　淳　　史　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

高純度化学株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第39期事業年度の第１四半期会計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本高純度化学株式会社の平成21年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月10日

日本高純度化学株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　明　　典　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    山    宗    武    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    野    淳    史    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

高純度化学株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第40期事業年度の第１四半期会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年６

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本高純度化学株式会社の平成22年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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